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＜連絡事項＞　
・ＧＷ期間中の医師スケジュールについて、病棟宛てにメールが来ています。各自確認しておいてください。

・今年度の委員会人事が掲示されていますので、各自確認してください。

＜患者様連絡事項＞
・阿部　わかえ様～手足のムズムズ感の訴えあり、本日の夕食後薬より、リボトリール（0.5）1T/3×/8日分増薬となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。ドア蹴り、壁叩きは持続している。介入したスタッフに対して穏やかに応じていますが、離れると同様の行為見られている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。他者トラブルなく、幻聴・妄想様の言動なく穏やかに過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。ドア蹴り頻回に見られている。開放中は他室侵入・電気に固着した言動見られているが、他者トラブルは見られている。部屋に戻る際、一時的に拒否する事があり、時間を掛けて入室している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。こまめな体位変換実施している。経管栄養トラブル無く施行。バイタル異常・酸素飽和度低下無し。拘束部位の循環障害無し。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。退院に向けて両上肢拘束から両手ミトンへ変更し経過見ている。カテーテルを気にしている様子はない。バイタル異常・酸素飽和度低下は無い。拘束部位の循環障害も見られず。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。危険行為や妄想発言は無く、対応も落ち着いている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・瀧澤　杏奈様～朝から気分の高揚は軽度見られるが、他者への干渉や過度な接触はなく、落ち着いて過ごしている。
・中居　松男様～各食介助にて全量摂取。気分高揚あり、大声で叫ぶ事あり介入している。介入したスタッフに対し粗暴行為見られている。午後には自室にて休む事出来ている。
・長谷部　玲子様～声掛けするも各食不食している。再三の促しするも、手で振り払い拒否している。水分は水道水を自ら飲んでいる。午後に旦那様の面会があり、ヤクルト１本飲んでいる。
・工藤　蓉子様～バイタル異常無く、食事量も増えてきている。点滴は500㎖/日となり、日勤帯で抜き差ししている。
＜馬渡Dr診察情報＞
・小笠原　聖八様～　処方内容は変更なく、7日分処方となっている。
・長谷部　玲子様～処方内容は変更なく、7日分処方となっている。
・熊谷　樹里様～処方内容は変更なく、7日分処方となっている。
・松田　善治様～昨日より発熱あり。肺炎疑いにて点滴追加指示あり。経管栄養は一時中止となる。痰培養提出。
＜新入院患者様情報＞
・吉田　周治様（60歳）　
入院日時：H31年4月30日　　12：09

　  生年月日：昭和33年11月23日　60歳

  病　　名：アルコール依存症

　性　　別:男性

 　 主治医:馬渡Dr

  入院形態:任意入院

 病　　棟：東病棟Dユニット18号室

 　(経過）

　H30年10月2日初診。アルコール依存症プログラム希望にて、同日、当院へ入院。アルコ
―ル依存症プログラム終了し、H31年１月28日当院退院となっていた。しかし、その後初外来にも来院せず。いとこ様と兄様より、本人様が再飲酒してしまい、食事もカップラーメンやコンビニのお弁当を食べるくらいで、入浴もせず、寝ていて、生活能力がなく、生活がな成り立っていないとの相談あり。現在の飲酒量は、700ml入りのウイスキーを水と1：3で割って2日で飲んでいるとのこと。昼から飲み始める事が多いとのこと。本人様より断酒の意志は聞かれ、もう一度、入院でのアルコールプログラムの希望あり。H31年4月30日東病棟Dユニット18号室へ任意入院となる。
